
梅雨入り前の"先手防災" ― 消防本部の指導のもと、豪雨に備える土のうを事前に確保。

新規採用職員が防災研修を兼ねて参加 ― 現場作業を通じて、自治体職員としての防災意識を養う。
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令和８年４月３０日（木）１５時～ 苅田町役場駐車場（土地区画整理課前）

当日は、土のう作成の様子を自由に撮影・取材いただけます。新規採用職員および消防本部職員

へのインタビューも可能です。
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苅田町役場 総務課危機管理室 093・58 8・10 3 7
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関係者各位
2026年4月24 日

福岡県苅田町

苅田町は、令和８年４月３０日（木）、役場駐車場 （土地区画整理課前）において、新規採用職

員と資材物資班職員による土のう作りを実施します。近年、全国的に線状降水帯やゲリラ豪雨に

よる浸水被害が相次ぐなか、梅雨入り前に災害対応資材を確保し、初動体制を強化することが目

的です。作成にあたっては、苅田町消防本部職員が直接レクチャーを行い、正しい土のうの詰め

方や積み方など、災害現場で即戦力となる技術を新規採用職員に伝えます。役場に入って間もな

い職員が、最初の実務として「町民の命と暮らしを守る現場」を体感することで、自治体職員と

しての使命感と防災意識の醸成にもつなげます。作成した土のうは、大雨時に町内各所へ速やか

に配備され、浸水被害の軽減に活用されます。
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